
 
２０１３年９月１９日 

（１／３） 

 

インドネシア国際モーターショー２０１３に 

８台のコンセプトカーを出展  
 

  ダイハツ工業（株）（以下 ダイハツ）のインドネシアの子会社であるアストラ・   

ダイハツ・モーター（以下 ＡＤＭ）は、９月１９日（木）～２９日（日）に、インド     

ネシア・ジャカルタで開催されるインドネシア国際モーターショー２０１３に、世界初公

開となる計８台のコンセプトカーと、技術展示「ＡＹＬＡテクノロジー」を出展する。 

 

今回のモーターショーでは、“ダイハツはベストフレンド (Daihatsu Sahabatku)”をス

ローガンとして「Compact ECO Mobility Best Friend」をテーマに、スモールカーのリー

ディングカンパニーをめざし、日本で培った低燃費・低価格なクルマづくりとあらゆる面

で現地化を加速させてきたダイハツの取り組みをアピールする。 

 

「ＵＦＣ２」は、２０１２年に出展した「ＵＦＣ」の進化形となるコンセプトカーであり、

ＡＤＭが中心となってデザインした。ダイハツのスモールカー技術を活かし、運転しやす

いコンパクトなボディサイズながら、７人が十分に乗車できる広い室内とインドネシアで

の生活に欠かせない利便性を両立した。 

「ＣＵＶ」は、スポーティな外観とバックドアの上下分割開きやリヤシートアレンジで生

まれるリヤ空間の活用などで、多彩なシーンで活躍する夢のある Cross-over Utility 

Vehicle である。 

「Ｄ-Ｒ Ｅｓｔａｔｅ」も、２０１２年に出展した「Ｄ-Ｒ」を進化させ、エレガントで独

創的なスタイリングと素材にこだわった上質なインテリアに、６６０ｃｃエンジンを搭載

し、走りの楽しさと低燃費を両立している。 

「ＡＹＬＡ Ｗｏｒｌｄ」では、スポーツマインドをくすぐるエアロタイプの「ＡＹＬＡ Ｇ

Ｔ」、オフロードもこなせるタフな「ＡＹＬＡ Ｘ
クロス

-ｔｒａｃｋ
ト ラ ッ ク

」と贅沢な雰囲気のあるワン

ランク上の「ＡＹＬＡ Ｌｕｘｕｒｙ」と、３つのコンセプトで先ごろ発売した「アイラ」

の今後の可能性を訴求している。 



（２／３） 

「ＮＣ-Ｙ」「ＮＣ-Ｚ」は、インドネシア市場で好評を博している「アイラ」よりさらに

コンパクト性を追求し、二つの方向性で発展させたコンセプトカーである。「アイラ」はミ

ライースで実現した低燃費・低価格を受け継いだモデルであり、「ＮＣ-Ｙ」は実用的で知

的、「ＮＣ-Ｚ」は躍動的で颯爽としたイメージを付加し、「アイラ」のその先にある商品の

方向性を示している。 

 

 

 

＜画像＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ-Ｒ Ｅｓｔａｔｅ ｃｏｎｃｅｐｔ 

ＵＦＣ２ ｃｏｎｃｅｐｔ ＣＵＶ ｃｏｎｃｅｐｔ 



（３／３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[AYLA World] ＡＹＬＡ Ｌｕｘｕｒｙ 

[AYLA World] ＡＹＬＡ Ｘ
クロス

-ｔｒａｃｋ
ト ラ ッ ク

 [AYLA World] ＡＹＬＡ ＧＴ 

ＮＣ-Ｙ ｃｏｎｃｅｐｔ ＮＣ-Ｚ ｃｏｎｃｅｐｔ  


